
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

○ ○

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

総合評価割合 35 35 15 15

学習・教育到達目標  （C）① JABEE基準１（２） （ｄ）‐(2)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

微生物反応の特性と反
応速度論について説明
でき、反応速度について
計算ができる。

微生物反応の特性と反
応速度論について説明
できる。

微生物反応の特性、反
応速度論について全く説
明できない。

微生物反応の特性、反
応速度論について全く説
明できない。

到達目標
③

酵素および微生物を用
いた反応器の特性、解
析方法、設計方法につい
てすべて説明できる。

酵素および微生物を用
いた反応器の特性、解
析方法についてすべて
説明できる。

酵素および微生物を用
いた反応器の特性、解
析方法についてどちらか
が説明できる。

酵素および微生物を用
いた反応器の特性、解
析方法、設計方法につい
て全く説明できない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

酵素反応の特性と反応
速度論について説明で
き、反応速度について計
算ができる。

酵素反応の特性と反応
速度論について説明でき
る。

酵素反応の特性と反応
速度論についてどちらか
が説明できる。

酵素反応の特性と反応
速度論について全く説明
できない。

前期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　杉本　憲司

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

1)酵素反応の特性と反応速度論について説明でき、反応速度が計算できる。
2)微生物反応の特性、反応速度論について説明でき、反応速度が計算できる。
3)酵素および微生物を用いた反応器の特性、解析方法、設計方法について説明できる。

第5学年
物質工学科

（生物コース）
学修 1 単位 必修 講義

科目名 生物反応工学 (Biological Reaction Engineering)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等 生物化学工学 基礎のきそ(種村公平)

学　習　上　の　留　意　点

授業中に演習をすることがあるので、関数電卓を持参すること。また、反応速度を出すためにグラフ作成をすることがあるの
で、グラフ用紙を持参すること。授業は教科書とパワーポイントを使用して進める。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

生物反応工学は、生物工学に関して物質や運動量の移動現象、時間的な変化の反応速度論及び様々な操作を行う単位操
作を基礎としています。この授業では主に酵素と微生物による反応を行うためにプラントではどのような装置を用いて、どうい
うことに注意して行っているかを学習します。物理化学、生物化学、化学工学と今までに学んできた知識を基に学ぶ授業にな
ります。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 生物化学、酵素工学、微生物学、反応速度論、化学工学

教科書 生物化学工学 第3版（海野ら共著　講談社サイエンティフィック）



回

1

2

3

4
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14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

7.バイオハザードと安全管理 ・バイオハザードの事例や工場内の安全管理につ
いて説明できる。

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を説明でき
る。

前期末試験

5. バイオリアクターの設計と操作(その2) ・管型反応装置の特徴について説明できる。
・管型反応装置の一般的な方程式について説明で
きる。
・酵素を用いるバイオリアクターの設計について説
明できる。

(予習)
教科書133ページ～161
ページまで読んでくるこ
と。

6.バイオプロセスの操作要素 ・バイオプロセスの操作要素について説明できる。 (予習)
教科書161ページ～205
ページまで読んでくるこ
と。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

2.生体触媒の特性 ・微生物、酵素の生体触媒としての特性について説
明できる。

(予習)
教科書39ページ～89
ページまで読んでくるこ
と。

3. 生体触媒の反応速度論 ･酵素反応速度論について説明できる。
・固定化触媒の速度論について説明できる。
・生体触媒の反応速度を計算できる。

(予習)
教科書93ページ～124
ページまで読んでくるこ
と。

中間試験

4. バイオリアクターの設計と操作(その1) ・槽型反応装置の特徴について説明できる。
・槽型反応装置の一般的な方程式について説明で
きる。

(予習)
教科書127ページ～133
ページまで読んでくるこ
と。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

0. ガイダンス
1. バイオプロセス概論

・学習の意義，授業の進め方，評価方法を説明で
きる。
・バイオプロセスの特徴、構成について説明でき
る。


